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概要 
生理的反応以外にも認知機能や行動などに変化が生

じることがあり，生理的な反応とされてきた変化が認
知的要因であるスキーマの影響を受けている可能性が
ある．本実験では，継続的なスキーマの活性化のため，
連続して摂取可能な刺激として嗅覚刺激を使い，スキ
ーマの活性化が認知機能に影響を与えるのかを検討し
た．その結果，嗅覚刺激によって刺激への反応時間が
減少した．本研究では，嗅覚刺激がスキーマを活性化
させ，関連した行動や精神状態が生じる可能性を示唆
した． 
 
キーワード：注意, スキーマ, SRT課題 

1. 序論 

生理的反応をひき起こす物質以外の外的要因によっ

ても，認知機能や行動に変化が生じることがある．例

えば，認知機能を強化すると聞かされた薬の摂取が実

際に注意を高めたり（Colagiuri & Boakes, 2010），身体の

バランスに影響があると聞かされたサプリメントの摂

取が主観的、客観的な姿勢の安定性を変化させたりす

る（Russell et al., 2022）．このように，思い込みは，人

の認知能力や行動といった心身の状態に影響を与える．

これより，生理的メカニズムによって注意や記憶のよ

うな認知機能に影響を与える刺激物質においても，思

い込みを始めとした認知的メカニズムによる影響があ

るのではないかと考える．外的要因による生理的な反

応と考えられているものは，認知的要因の影響を受け

ている可能性がある． 

生理的な反応として捉えられてきた注意や記憶とい

った認知機能の向上について，スキーマによって適し

た行動や精神状態，感情が変化しているのではないか

と考える．スキーマとは，経験を基に長期記憶から生

成された知識構造のことである（Ngu & Phan, 2022）． 

そして，スキーマは活性化されると人の行動や感情，

精神状態などを変化させる．Bertrams（2020）はスキ

ーマについて，個人の内外の刺激を知覚することで関

連するスキーマが活性化され，特定の感情や行動傾向

へのアクセス性を高める，つまり特定の行動や感情を

生じやすくすると説明している．例えば，スキーマが

自制心に影響を与えるかについて検討した実験では，

自制心を働かせることを想像することにより自制心の

枯渇に関するスキーマを活性化させることで，その後

の自制心を必要とする課題のパフォーマンスを低下さ

せた（Ackerman et al., 2009; Graham et al., 2014）．ここから，

スキーマが人の認知機能に影響を与えることがわかる．

そのため，スキーマが活性化されることで，関連する

行動や精神状態が生じているのではないかと考える．

先行研究からは，自制心以外にも外的刺激によって行

動や感情が変化することが示されている．例えば，魚

の匂いがすると怪しまれるという文脈的表現がある国

では，実際に魚のような匂いに晒されると他者に対す

る疑念が喚起され，協力性が低下した（Lee & Schwarz, 

2010）．このように，外部刺激によって関連する感情

や行動が生じることが示されている．この現象は，外

部刺激によるスキーマの活性化が関連する感情や行動

を生じさせているのではないかという考えを補強する． 

2. 目的 

以上のことから，外部刺激を用いてスキーマを活性

化することで，行動や精神状態を変化させ，認知機能

を高めることができるのかどうかを検討する．スキー

マによる行動や精神状態，感情の変化を持続させるた

めには継続的にスキーマを活性化させる必要があると

考える．そして，継続的にスキーマを活性化させるた

めには，継続的にスキーマ活性の刺激を呈示する必要

がある．しかしそれには，薬のような物質や食べ物な

どの経口摂取するものは適していない．スキーマは長

期記憶の保存形式の一種であり，スキーマの活性化に

は，記憶想起が必要になる．そのため，記憶を想起で

きる刺激であれば何であっても，プラセボ実験で見ら

れるような物質の摂取がなくともスキーマの活性化に
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つながるのではないかと予測できる．そこで，スキー

マを活性化させる可能性のある刺激として嗅覚刺激を

挙げる．本実験では，外部刺激として嗅覚刺激を用い

てスキーマが活性化するのか，スキーマの活性化によ

って認知機能が高まるのかどうかについて検討する． 

認知機能が向上するかを検討するためには，注意課

題である SRT課題（Simple response time task）と，記憶

や学習を必要とする連続RT課題（Serial reaction time task）

を用いて実験を行う．SRT 課題は刺激が呈示された後

できるだけ素早くキーを押すという課題で，ここでは

注意の高さが測定できる．連続 RT 課題は学習を扱う

課題で，ここでは記憶が向上するかが測定できる．本

研究では，まず SRT課題を用いて実験を行う． 

香り刺激のみで SRT課題の反応時間が速くなれば，

香り刺激はスキーマを活性化させてその香りと関連の

ある精神状態を生起させて認知機能を変化させる可能

性がある．本研究では，注意状態や集中状態などのよ

うな課題に向かう際の精神状態との結びつきが強く，

尚且つ日常的にそのようなスキーマが形成される可能

性のある嗅覚刺激として，コーヒーの香りを用いる．

Madzharov et al.（2018）でコーヒーの香りがコーヒーを

連想させて課題パフォーマンスを高めたことが示唆さ

れており，コーヒーの香り刺激はコーヒーを連想させ

る刺激となりうると考える． 

 これより，本研究では仮説として，コーヒーの香り

によってスキーマが活性化され，注意が向上して SRT

課題のパフォーマンスが向上するのかを検討する．ス

キーマ活性が行動や精神状態，感情に影響を与えると

いう Bertrams（2020）に基づくと，コーヒーの香りが

スキーマを活性化させ，課題遂行に適した精神状態が

生起されることにより認知機能が向上すると考える．

より具体的には，SRT 課題では香りなし条件では時間

が経つにつれて反応時間が増加する（H1）のに対して，

香りあり条件では刺激呈示直後のテストでは反応時間

が短縮し（H2），その後の成績の低下が緩やかになる

（H3）と考える． 

3. 方法 

3.1. 実験参加者 

実験参加者は大学生 48名（男性 15名，女性 32名，

その他 1名），平均年齢は 19.77歳（SD ＝ 1.83）であっ

た．実験参加者は学内のシステムを用いて募集した．

課題において，エラー数が多い参加者 7 名と外れ値で

あった参加者 2 名をデータから除外した．最終的な参

加者は，香りあり条件 16 名（男性 7 名，女性 9 名），

香りなし条件 23 名（男性 5 名，女性 17 名，その他 1

名）の計 39名であった． 

実験は，コーヒーの香り刺激の有無（あり・なし）

とセッション回数（1、2、3）の 2要因混合計画だった． 

3.2. 装置 

 香り刺激を呈示するための Aroma shooter🄬2 に

セットすることで香りを噴出できるようになるアロ

マカートリッジ，課題を行うためのノートパソコン

（Windows OS, Surface）であった．刺激は，コー

ヒーの香りを用いた． 

3.3. 材料 

 注意を測定するための SRT 課題と，コーヒーの

摂取頻度や理由に関する質問紙を用いた．質問紙は，

コーヒーの摂取頻度や摂取理由に関する質問で構成

されており，7 段階のリッカート尺度だった．課題

は SRT 課題を用いた．SRT 課題は，Fukuda ＆ 

Aoyama（2017）で用いられた課題を模してプログ

ラミング言語（C#）で作成した．パソコンの画面

の中央にアスタリスクが表示され，実験参加者はア

スタリスクが呈示されたらできるだけ速くスペース

キーを押すというものであった．アスタリスクは，

スペースキーが押された後，1 秒から 2.5 秒の間隔

で呈示され，呈示間隔は毎回ランダムだった．試行

は練習試行 10 試行，本試行 100 の計 110 試行から

なり，この 110試行を 1セッションとした．スペー

スキーが押された時間とスペースキーが押されてか

ら刺激が呈示されるまでの時間を記録し，実験参加

者の刺激への反応時間を求めた． 

3.4. 従属変数 

 従属変数は課題成績，具体的には，SRT 課題の

反応時間とエラー数であった．反応時間は，アスタ

リスクが呈示されてからスペースキーが押されるま

での時間を 1 試行ずつ算出した．1 セッションの全

100 試行から反応時間が 0 秒以下と 1 秒以上の試行

を除外して平均した値であった．課題成績の指標に

は，事前課題と本課題のセッション毎の平均反応時

2024年度日本認知科学会第41回大会 P-3-25

709



間の差（本課題－事前課題）を用いた．エラー数は，

反応時間が 0秒以下，あるいは 1秒以上だった試行

を対象とした． 

3.5. 手続き 

 実験についての説明と同意を得た後，ベースとな

る反応時間を測定するため香り刺激がない状態で

SRT課題を実施した．課題後，Aroma shooter🄬2に

よりコーヒーの香りを呈示した．香り呈示は，1 秒

間隔で 0.5 秒間呈示された．同時に，SRT 課題を 3

セッション行った．セッションの間には約 1 分の休

憩があった．最後に，コーヒーの摂取頻度や摂取理

由に関する質問紙に回答して実験は終了した．実験

課題の手続きについては，図 1 にイメージ図を示し

た．Aroma shooter🄬2は作動時の音が大きく，課題

のパフォーマンスに影響を与える可能性が考えられ

たため，香りなし状態ではアロマカートリッジを挿

入しない状態でAroma shooter🄬2を作動させた． 

図 1 実験課題の手続き 

 

4. 結果 

SRT 課題において香りによって反応時間に差がでる

かを確認するために，香りの有無とセッション（1 セ

ッション目，2セッション目，3セッション目）の 1要

因混合分散分析を行った．その結果を図 2 に示す．セ

ッション数による主効果（F(2,74) = 0.23, p = .79,𝜂𝑝
2 = .01），

交互作用（F(2,74) = 0.93, p = .40, 𝜂𝑝
2 = .02）がなく，香り

の主効果（F(1,37) = 4.82, p = .03, 𝜂𝑝
2 = .12）のみが見られ

た．香りなし条件より，香りあり条件の方が，有意に

反応時間が短かった． 

 

 

 

 

 

 

図 2 条件とセッション毎の反応時間（平均値） 

 

(注) エラーバーは標準誤差を示す． 

エラー数について香り刺激の有無により違いが見ら

れるかを確認するため，香りの有無とセッション数

（セッション 1，セッション 2，セッション 3）の分散

分析を行った．香りの有無による主効果（F(1,37) = 

0.60, p = .44, 𝜂𝑝
2  = .02）と交互作用（F(2,74) = 0.78, p = .46, 

𝜂𝑝
2  = .02）はなかったが，セッション数の主効果

（F(2,74) = 4.07, p = .02, 𝜂𝑝
2  = .09）が見られた． Bonferroni

法を用いて多重比較を行った結果，セッション 1 より

セッション3の方で有意にエラー数が多かった（t(38) = 

2.51, p = .049）． 

5. 考察 

香り刺激の有無による主効果が見られ，H2が支持さ

れた．実験の結果から，コーヒーの香りが反応時間を

短縮し，人の注意を高めることが分かった．しかし，

セッション数との交互作用がなかったことから，H3は

否定された．コーヒーの香りはセッションを重ねるこ

とによる注意の低下を防ぐことはできないといえる．

ただし本実験では，H1も否定されていることは注意す

べきである．SRT 課題では本来，時間が経つにつれて

反応時間が長くなる（Berg & Neely, 2006）が，本実験

の統制条件ではセッション数の主効果はなく，セッシ

ョン回数と反応時間の長さが比例することはなかった．

エラー数は，コーヒーの香りによって増減することは

なかったが，セッションごとにエラー数が多くなる傾

向があった．本実験では，セッションを重ねるごとに

注意が低下してエラー数が増えるものの，反応時間に

変化はなかった．香り刺激によるエラー数への影響は

確認されなかったが，注意を高めることで，全体的に

反応時間を短くする効果があったと考えられる． 

 本実験において嗅覚刺激によってエラー数が変化し

なかった理由としては以下が考えられる．宮浦ら
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（2010）は，覚醒効果のある香りによって，集中が低

下している場合にエラー数を低下させることを示した．

本実験では，エラー数はセッションを重ねるにつれて

増加したものの，香り刺激の有無による変化はなかっ

た．このことから，本実験中，両条件とも香りが影響

を与えるほど集中が低下していなかったために，エラ

ー数への香りの影響が見られなかった可能性がある．

さらに，宮浦ら（2010）の研究では覚醒効果のある香

りによる回答数への影響はなく，これは，本実験の反

応時間短縮の効果が香りによる覚醒効果とは他のメカ

ニズムによって生じたことを示唆していると考えられ

る．そのため，宮浦ら（2010）の実験は，本実験の結

果がコーヒーの香りによって生理的覚醒などが生じた

ゆえのものではなく，認知的要因によって生じた可能

性を補強する． 

本実験での香りありの結果から，嗅覚刺激によって

コーヒー関連のスキーマが活性化され，課題遂行に関

する精神状態が生起することで，注意が高まる可能性

が示された．しかしながら，この反応が真にスキーマ

によるものなのかは現在の分析状況からは確認するこ

とができず，質問紙の回答からの分析が必要である． 

この研究の限界は，香り呈示時に反応時間が短縮す

る現象が香り自体の効果である可能性が否定できない

ことである．しかしながら前述の通り，本実験の結果

はコーヒーの香りによって生じた効果であることが考

えられ，香り自体の効果ではないと考える． 

6. まとめ 

本実験では，コーヒーの香りが条件刺激となり，注

意を高めて SRT課題の反応時間を速めるかどうかを検

討した．その結果，セッションを重ねるごとに低下す

る注意を維持する効果はなかったものの，コーヒーの

香りは全体的に注意を高めて反応時間を短くする効果

が見られた．本研究からは，コーヒーの香りはスキー

マ活性を促し，注意を高める可能性が示唆された．今

後は，連続 RT 課題も用いて実験を行い，コーヒーの

香りによるスキーマの活性化が注意だけでなくより高

次の認知能力に影響を与えるのかどうかについて検討

していく． 

 本研究は，日常経験の中で形成されるスキーマが，

それを想起させる刺激によって活性化され，認知機能

を高めるのかを嗅覚刺激を用いて検討した．その結果

コーヒーの香りがスキーマを活性化させる刺激となり，

人の注意を高めたことが示唆された．この結果は，日

常での問題解決や仕事の場面などにおいて，実際に何

かを摂取しなくともスキーマを活性化させて関連する

行動や精神状態を喚起することでパフォーマンスを高

める可能性を示唆している。これは，日常の問題解決

場面でのより適した環境を検討，調整する際に役立つ

と考える． 
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